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 本研究で用いた模型土槽の内寸法は，幅 2,000mm，高さ 700mm，奥行き 600mm であり，前面には厚さ 20mm の
強化ガラスが設置され，人工降雨に伴う斜面の変形挙動が観察できるようになっている 1)．降雨は G.L.＋2.4 m に設
置されたスプレーノズルから水を噴霧させることにより再現されており，その雨量強度は 60mm/h と 100mm/h であ
る．使用した試料は，支笏カルデラを噴出源とする柏原火山灰土（ρs=2.34g/cm3，ρdin-situ=0.53g/cm3，D50=1.25mm，Uc=3.1，
Fc=1.3%）である．試料の静的・動的力学特性については既報 2)に詳しい．模型斜面は，所定の含水比に調整した飽
和土粒子試料を，ローラーにより締固めて作製したものと締固め無のもの 2 種類である 1)．なお，斜面密度は，締固
め無の場合では ρd=0.45g/cm3，締固め有の場合では ρd=0.48g/cm3である．不透水層 1)上部の斜面層厚は 75，100，125，
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Case1 Case2 Case3 Case4 Case5
Slope condition
Slope angle (°) 45 50 55 65 50
Length of base B (mm) 696 636 572 442 603, 636, 669,702, 767
Rainfall intensity R (mm/h) 100 100
Layer thickness (mm) 75, 100, 125, 150,200
Density (g/cm3) 0.45, 0.48 0.45
















Pore water pressure transducer : pw
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 ---- : Layer thickness   75 mm






 50 degree slope
 R=100 mm/h
 μ =0.33    
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